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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催
します。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸
段丘を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が
美しい田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景
観を見ることができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定さ
れ、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐ
ための活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエ
リアでのガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの
上ふるってご参加ください。（高）【別紙参照】
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活動案内 ビューポイントコンテスト2022
安曇野百選プロジェクトが2012年にスタートした風景投稿サイト「ビューポイントあづみの」。投稿
数約2900件、月間ページビュー約10000件を誇る人気サイトとなり、スマホのGPS情報を利用した自
動投稿機能や、投稿写真で絵葉書を作成できるポストカード印刷機能も大好評です。

3回目を迎えた「ビューポイントフォトコンテスト2022」には70作品の応募がありました。上位24作
品は特設サイトで公開すると共に、2月17日迄安曇野市役所ロビーに展示中です。特設サイトのい
いね！と会場の投票により四季の優秀作品を選定しますので、是非ご覧ください。 （宮）

活動案内 安曇野屋敷林フォーラム2023

屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトとNPO法人安曇野ふるさとづくり応援団が共催する「安曇野
屋敷林フォーラム2023」。13回目のフォーラムは、2月26日（日）13：30〜17：00穂高交流学習センタ
ーみらいで開催します。基調講演は民家再生でご活躍のかわかみ建築設計室の川上恵一氏。テ
ーマは「民家に学ぶ〜住み継ぐ家の物語」で、歴史的建築物の保存活用や移住・定住も含めて、幅
広く考える機会にしたいと思います。

また、堀金中堀地区のふるさと遺産の認定式やビューポイントコンテスト2022の表彰式、「ふるさ
と遺産を次代へ」をテーマにしたパネルディスカッションやパネル展示もあります。先着100名で事
前申込が必要なので、詳しくは別紙案内をご確認の上是非参加をお願いします。

（場）【別紙参照】



【屋敷林サポーター】
安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げた「屋敷林サポーター」。2018年度
よりサポーターの会費は他の活動費と区分し、全額を将来創設予定の基金準備金として積立てて
います。
2022年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末で終了します。4月以降に同封する案内を
確認の上、引き続き会員継続と活動へのご協力をお願いします。

活動報告 信州歴史的まちなみフォーラム

事務局を長野県都市・まちづくり課が担い、県内の22団
体が参加する「信州の歴史的まちなみネットワーク」。3回
目となる「信州歴史的まちなみフォーラム2022ｉｎ安曇野」
が、屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトと安曇野ふるさと
づくり応援団の共催で、昨年10月26日に開催されました。
午前中は飯田地区のまちなみ見学会、午後は豊科交流
学習センターきぼうにてフォーラムが行われ、全県より延
100名ほどの参加がありました。基調講演は、笹本正治氏
の「文化的景観を活かしたまちづくり」。その後のパネルデ
ィスカッションでは「持続可能なまちづくり」をテーマに県下
のまちづくりグループの代表が話し合い、大いに盛り上が
ったフォーラムとなりました。 （場）

活動案内 安曇野まちなかカレッジ2023

「旧保高宿まちづくり構想」の第一歩として2013
年にスタートした「安曇野まちなかカレッジ」。節
目の10回目の「安曇野まちなかカレッジ2023」は
2月19日～3月31日に旧保高宿周辺を会場に開
講します。

今回は安曇野学10講座、一般（まちゼミ）10講
座の計20講座。市民団体等の安曇野学には、2
月26日の「屋敷林フォーラム」をはじめ、3月5日
の「空き家の語り場」、3月9日の「トークサロン」、
3月15日の「まち歩き空き家見学会」、3月18日の
「ふるさとさんぽ」等、安曇野について学ぶ魅力
的な講座が盛り沢山です。

尚、各講座により申込先が異なりますので、詳
しくは別紙案内をご参照ください。この機会に安
曇野の歴史文化や暮らしに役立つ身近なことを
学んでみませんか？

（宮）【別紙参照】


